
４年－１ 

 

第４学年 算数科学習指導案 

授業Ⅰ 児童 ４年２組 男１７名 女１６名 計３３名 

授業者 Ｔ１ 谷澤温子  Ｔ２ 佐藤 充 

授業Ⅱ 児童 ４年１組 男１７名 女１６名 計３３名 

授業者 Ｔ１ 青山 武  Ｔ２ 佐藤 充 

 

１ 単元名  広さを調べよう  

 

２ 単元の目標 

〇面積について単位と測定の意味を理解し、面積を計算によって求めることができるようにするとともに、  

面積についての量感を豊かにする。 

・面積を数値化して表すことのよさや、計算によって求められることの便利さに気付き、身の回りの面積

を求めるなど生活に生かそうとする。【関心・意欲・態度】 

・面積について、量や乗法の学習を基に、単位の何こ分で数値化して表すことや、辺の長さを用いて計算で

求められることを考え、とらえることができる。【数学的な考え方】 

・長方形、正方形の面積を、公式を用いて求めることができる。【技能】 

・面積について、単位と測定の意味や、長方形や正方形の面積は計算によって求められることやその求め方

を理解し面積についての量感を身に付ける。【知識・理解】 

 

３ 単元について   

（１）児童について 

省略 

（２）教材について 

省略 

 

４ 本単元の学習の関連と発展 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



４年－２ 

 

５ 単元構想（全11時間）  

  

 
目  標 

評価の観点 
教える  

場 面 ○教えること 

◎考えさせること 
関 考 技 知 

考えさせる

場 面 

広

さ

の

表

し

方 

１ 

○面積の比べ方をいろいろな方法で

考え、面積を比べることで量感を

養う。 

○    

 ◎陣取りゲームで得られた

図形の面積の比べ方 

２ 

 

２組

本時 

 

○面積の単位「平方センチメートル 

（c㎡）」を知り、量感を養う。 

   ○ 

 ○面積の単位c㎡ 

◎１c㎡を単位とした方眼紙

上に描かれた面積の求め

方 チャレンジ 

長

方

形

と

正

方

形

の

面

積 

３ 

 

１組 

本時 

○長方形や正方形の面積を求める公

式をつくり、面積を求める。 

  ○  

 ○長方形・正方形の面積の公

式 

◎長方形や正方形の面積に

ついて公式を適用して求

めること。 

チャレンジ 

４ 

 

○長方形や正方形の面積を求める公

式を適用する。 

○  ○  

 ◎周りの長さが等しくても、

面積は異なること 

◎面積と一方の辺の長さが

分かっている場合のもう

一方の辺の長さの求め方 

 

 

チャレンジ 

５ 

○長方形を組み合わせた図形の面積

の求め方を考え、面積を求めるこ

とができる。 

○ ○   

 ○Ｌ字型の図形の求積方法 

 

◎複合図形の面積の求め方 チャレンジ 

大

き

な

面

積

の

単

位 

６ 

○面積の単位「平方メートル（㎡）」

を知り、㎡とc㎡の関係を理解す

る。 

   ○ 

 ○面積の単位㎡ 

◎広い場所の面積の求め方 

 

７ 

○辺の長さがｍの場合も、長方形や

正方形の面積の公式が適用できる

ことを理解する。 

   ○ 

 ○１㎡＝１００００c㎡ 

 

◎㎡とc㎡の相互の関係 チャレンジ 

８ 

・ 

９ 

○面積の単位「アール（ａ）」「ヘク

タール（ｈａ）」「平方キロメート

ル（ｋ㎡）」を知り、面積の単位の

相互関係を理解する。 

 ○  ○ 

 ○面積の単位ａ、ｈａ、ｋ㎡ 

 

◎ａ、ｈａ、ｋ㎡と㎡の相互

関係 
 

ま

と

め 

10 

○算数的活動を通して学習内容の理

解を深め、数についての興味を広

げる。 
  ○ ○ 

 ◎適用問題を解くこと 

11 

○学習内容の定着を確認し、理解を

確実にする。 
   ○ 

 ◎定着問題を解くこと 

 

小
単
元 

時 



４年－３ 

 

６ 本時の指導【２組】 

（１）目 標 

   面積の単位「平方センチメートル（c㎡）」を知り、量感を養う。 

 

（２） 評価規準 

評価の観点 概ね満足できる 支援が必要な子への手立て 

【知識・理解】  面積の単位「平方センチメート

ル（c㎡）」と１c㎡の方眼を使っ

て、面積を測定することを理解し

ている。 

・小集団における交流を通して、面積の求め方

を説明することで、理解を確かなものにして

いく。 

 

（３）仮説について   

◇ 手立て１ 基礎・基本の習得のための授業改善  

① 予習を生かした「つかむ段階」の授業構成 

・陣地の広さを予習し、どれだけ広いかを前もって確かめさせておく。 

・予習の状況は、一人一人違っているので、前時に使用した拡大図で、□が何個、   が何個という

ようにばらばらでは、どれだけ広いかは分かりにくいことを確認できるようにする。 

・予習をし、課題は教科書の表記をそのまま使ってきていたので、本時は、「広さの表し方を考えよう。」

になると予想される。 

・指導目標が「知識・理解」の観点となっているので、「広さの表し方が分かること」と補足し、板書し

て、明らかにする。 

・視聴覚教材を利用することで、陣地の広さを視覚的に捉えることができるようにする。 

・予習では実感を伴って単位の大きさを理解するのは困難であると予想される。１㎠の広さの紙を封筒

に入れて配布し、その量感を確かめられるようにする。 

 

② 対話を通した学習内容の習得 

・児童に説明させることを通して、陣地の広さを比べる方法に気付くことができるようにする。 

・   ◎が多いときは、既習事項である長さやかさ、重さのときのようにもとにする広さを決めること

を児童とのやりとりで想起させ、視聴覚教材も利用しながら確認する。 

・○△が多いときは、□が何個、   が何個というふうにばらばらではなく、既習事項を想起させな

がら、もとにする広さを決めるということを児童とやりとりしながら確認する。 

 

◇ 手立て２ ペアやグループでの学び合いの充実 

説明・評価、教え合いを取り入れた「たしかめる、ふかめる段階」のあり方 

・ いろいろな図形が１㎠であることをペアで説明し合う活動を取り入れることで、理解を深めていく。 

・ 「もとにする広さが１㎠」という言葉が説明のときのキーワードとなるように、まとめに補足し、板

書して明らかにする。 

・面積が４㎠の図形をつくる問題では、     のような図形をつくることが予想される。「模様では

なく、形を作る」ということを活動に入る前に確認し、思考が拡散し過ぎないようにする。 

  ・他のグループが作らないような図形を複数出し合うことで、発表や小グループでの話し合いにおける

意欲を喚起する。 

 

 



４年－４ 

 

（４）展 開（２／１１時） 

段 階 学 習 活 動 
指導上の留意点（・） 

教えること（○）考えさせること（◎） 

備考（・） 

評価（◇） 

教

え

る 

 

 

つ

か

む 

 

15

分 

１ 学習課題を確認する。 

 

 

 

２ 問題を把握する。 

 

どの陣地がどれだけ広いか比べる方法を

考えましょう。 

 

３ 予習の確認をする。 

 

４ 陣地の広さを比べる。 

 

 

 

 

  

 

 

○えの陣地は○いの陣地より、１辺が１cｍ

の正方形で何個分広いですか。（１個分） 

 

 

５ まとめる。 

 

 

 

 

 

 

・１ｃ㎡の広さの紙で広さを確かめる。 

・詳細は指導案「4 年－４」に記載の通

り。 

 

 

・前時で使った 13 ページの陣地比べの

拡大図を使う。 

・予習状況の確認に速やかに入れるよう

にする。 

 

・予習状況を把握する。 

 

・（  ◎が多いとき） 

→長さやかさ、重さのときのようにもと

にする広さを決めることを確認する。 

・（○△が多いとき） 

→□が何個、   が何個というふうに

ばらばらではなく、もとにする広さを

決めるということをしっかり確認す

る。 

○面積の単位㎠ 

・机間指導をし、支援が必要な児童の支

援に当たる。（Ｔ２） 

 

・一斉読みをして確認する。 

・まとめをノートに書く。 

・１㎠の広さの紙を実際に手や指にの

せ、量感を確かめられるようにする。 

（前もって配布しておく） 

・○あ○い○う○えのそれぞれの陣地の面積

を確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・前時で使

った 13

ペ ー ジ

の 陣 地

比 べ の

拡大図 

 

 

 

 

・14ページ

の 拡 大

図 

 

 

 

 

・封筒に入

っ た あ

１ ㎠ の

広 さ の

紙 

考

え

さ

せ

る 

た

し

か

め

る 

15 

分 

６ 確認問題に取り組む。 

P.15 △１ 

 ○かの面積が１㎠であることをもとにし

て、○きの面積を考えよう。 

 

 

 

 

 

 

 

○く、○け、○この面積を求める。 

○くは、１㎠  ○けも１㎠ 

○こは、２㎠ 

〈 解答例 〉 

○くは、もとにする○かの面積の半分になっ

たものが２つ分なので１㎠です。 

・○きは、１㎠であることを児童に説明さ

せる。 

〈 例 〉 

もとにする広さ○かの１㎠を半分に

分けると、○きになります。 

 

・必要な児童には、１㎠の広さの紙を配

布し、実際に操作させる。必要なとき

は切ったり貼ったりして正答に迫れ

るようにしていく。（Ｔ２） 

 

・終わったら、ペアで説明をし、「もとに

する広さが１㎠」ということを確認し

合えるようにする。 

 

・丸付けをしながら児童の理解を確認す

る。（Ｔ1、Ｔ２で手分けをする。） 

・プロジェ

クターで

拡大し、

スクリー

ン上で説

明。 

 

◇【知・理】 

 (観察・ノート) 

広さの表し方を考えよう。 

 

 広さのことを面積という。 

 面積は、１辺が１cｍの正方形が何こ分

あるかで表すことができる。 

 １辺が１cｍの正方形の面積を１平方

センチメートルといい、１㎠と書く。 



４年－５ 

 

ふ

か

め

る 

10 

分 

 

７ チャレンジ問題に取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎１㎠をもとにして、図形が４㎠になる

ことを説明すること 

 

・「模様ではなく、形を作る」ということ

を活動に入る前に確認し、思考が拡散

し過ぎないようにする。 

・次のような順番で活動することを確認

する。 

① 自分で問題を解く時間を確保す

る。 

② 友だちに説明できるように考え

る。 

③ グループの友だちに説明する。 

 

 

 

 

◇【知・理】 

 (観察・ノート) 

ふ

り

か

え

る

５

分 

８ 本時を振り返る。 

 

 

 

９ 次時の確認をする。 

 

・予習の状況からの変化を確認する。 

・振り返りの観点を与える。 

 

 

・次時は、ますのない長方形の面積の求

め方を学習することを伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈解答例〉 

  

  

 

 

 

 

 

 

・もとにする広さ１㎠が、（指さす）この

ように4つ分あるので、４㎠になりま

す。 

 



４年－６ 

 

７ 本時の指導【１組】 

（１）目標 

   長方形や正方形の面積を求める公式をつくり、面積を求める。 

 

（２）評価規準 

評価の観点 概ね満足できる 支援が必要な子への手立て 

【 技能 】 長方形や正方形の面積を求める公 

式をつくり、面積を求める。 

・長方形や正方形の図と１㎠の正方形との関連

を視覚化することで、面積公式を考えやすくす

る。 

・「たて」「横」の長さを規定できるよう、全体と

個別の確認を行う。 

 

（３）仮説について 

◇ 手立て１ 基礎・基本の習得のための授業改善  

 ① 予習を生かした「つかむ段階」の授業構成 

 ・予習状況が十分である場合は、児童にたての長さと横の長さの積から敷き詰められる１㎠の正方形の

数が求められることを説明させ、公式を導き出すようにする。 

・予習状況が芳しくない場合は、掲示物を利用しつつ児童の発言を引き出しながら進め、たての長さと

横の長さの積から敷き詰められる１㎠の数が求められることを押さえ、公式を導き出すようにする。 

     

② 対話を通した学習内容の習得 

     ・公式を導き出す際には、児童による説明を通した受け答えや、掲示物を介在させた教師と児童の応答

により公式を導き出すことができるようにする。 

    ・説明する場面においては、公式を確認したり数字を当てはめたりすることをより双方向的に行うよう

例示を行いながら取り組ませる。 

    ・たしかめる段階においては、児童のノートを発信元ととらえ、ほめることで対話の往復を成立させる

とともに、習得状況の確認を行う。 

    ・ふかめる段階では、より双方向的な説明を行うように促すことで、参加型、対話型の算数的活動を成

立させる。 

 

◇ 手立て２ ペアやグループでの学び合いの充実 

説明・評価、教え合いを取り入れた「たしかめる、ふかめる段階」のあり方 

     ・ふかめる段階では、分からないことを自己開示したり、分からないことを教え合ったりする活動を通

して、学び合うためのきっかけをつくる。 

    ・導き出した答えを確認したり説明し合ったりすることを習得した学習内容の活用・利用場面ととら

え、自己評価と関連させつつ学び合いの深まりを見取るようにする。 

 



４年－７ 

 

（４）展 開（３／11時） 

段 階 学 習 活 動  
指導上の留意点（・） 

教えること（○）考えさせること（◎） 
 

教

え

る 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つ

か

む 

 

15 

分 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 問題を確認する。 

 

２ 学習課題を確認する。 

面積のもとめ方を考えよう。 

 

３ 予習状況を確認する。 

 

 

 

４ 面積の求め方を知る。 

・長方形の「たて」に１㎠の正方形がい

くつ並ぶか確かめる。 

・長方形の中に１㎠の正方形が何個並

ぶか確かめ、面積を確認する。 

・面積を求める計算をペアで確認する。 

・かけ算の式に、たて、横などの言葉を

当てはめ、言葉の式をつくる。 

・正方形について言葉の式を適用し、面 

積を求める。 

・つくりだした言葉の式がさまざまな

長方形に適用できることを知る。 

 

 

 

 

 

５ まとめる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・既習の「面積」「c㎡」等の用語を適 

宜確認しつつ進める。 

・１c㎡の正方形を数える不便さを踏ま

え、課題を設定する。 

 

・観点を示しつつ問うことで、曖昧さを 

軽減し、一定の視点をもって学習活動

に取り組むことができるようにする。 

 

・視聴覚機器を利用することで思考の過 

程を視覚化し、支援とする。 

・予習の状況に応じて、機器を通して使

うデータを変更する。 

 

 

 

 

 

 

・公式化の際には用語「公式」を示し、

用いることができるようにする。 

・正方形については、用語「一辺」をと

らえさせるようにする。 

○長方形や正方形に敷き詰めた１㎠の 

正方形の数は、かけ算を使って求める

ことができること 

・児童の発言を生かしつつまとめてい

く。 

 

 

 

 

 

考

え

さ

せ

る 

た

し

か

め

る 

 

５ 

分 

６ 確認問題に取り組む。 

・P.17☆４の長方形の面積を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

・個別に問題を解かせ、公式の適用につ

いて丸付けによる個別評価を行う。 

・机間巡視による判断から、Ｔ2は習得

状況が不十分な児童の指導を行う。 

・丸付けをされた児童は、ペアで求積の

仕方について説明させる。 

◇【技能】 

(ノート・ 

発言) 

備考（・）

評価（◇） 

 長方形や正方形の面積は、２つの辺

の長さを表す数をかけて求める。 

【公式】 

長方形の面積 ＝ たて×横 

        ＝ 横×たて 

正方形の面積 ＝ 一辺×一辺 



４年－８ 

 

 

ふ

か

め

る 

 

20 

分 

 

７ チャレンジ問題を解く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈 解答例 〉 

 たて４cm、横９cm 

 ４×９＝36 

答え 36㎠ 

 

 

◎面積をもとにしながらたてと横の長さ

を規定するとともに、公式を適用して

面積を求めること 

・小グループによる集団解決の時間を10

分間設定することで話し合い活動の時

間を適度に確保できるようにする。 

 

 

◇【技能】 

(発言・観察) 

 

ふ

り

か

え

る 

 

５ 

分 

 

８ 本時の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

９ 次時の確認をする。 

 

 

・予習状況からの変化を確認する。 

・学習感想を書き終えた児童から順次発

言することで、書くことに抵抗のある

児童への参考にさせると同時に支援と

する。 

 

・次時の学習内容を示し問題を解く時間

であることを知らせるとともに、学習

活動への意欲を喚起する。 

 

 

 

 

 

 

 

 面積が36㎠になる長方形や正方形

をあげてみましょう。また、公式に当

てはめてたしかめましょう。 

（例） 

 

 

 

 

たて３cm、横12cm 

３×12＝36   

         答え36ｃ㎡ 


